
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

素朴な疑問「なぜ」を大切に               

校長 岡本 由美  

 菊花の薫る過ごしやすい季節となりました。１０月２日（日）には矢来校舎で最後の運動会も無事終わり、子供

たちの心に残る行事にすることができました。保護者の皆様、地域の皆様の御協力に感謝申し上げます。アンケー

トでは、演技や競技に関して、多くの保護者の方々から子供たちが諦めずに一生懸命やり遂げようとしている姿に

感動したという感想をいただきました。皆様の御意見を次年度に活かしてまいりたいと思います。ありがとうござ

いました。  

 本校では、子供たちが自分の考えを深め、人に的確に伝えることができる言語の力を身に付けさせることを大事

にして教育活動を進めています。取り組みの一つに「調べる学習」があります。２年生で、中町図書館の方に講師

として出前授業を行っていただき、課題の見つけ方や調べ方の学習を行い、調べる学習について学びます。２年生

なりの「なぜ」を一人一人が見つけて、調べていく姿はとても積極的です。先日発表された学習指導要領の次期改

訂の視点によると大切なことは、子供たちが「何を知っているか」だけではなく「知っていることを使ってどのよ

うに社会・世界とかかわり、よりよい人生を送るか」ということであり、知識・技能、思考・判断力・表現力等、

学びに向かう力や人間性など情意・態度等に関わるものすべてをいかに総合的に育んでいくかということです。  

今年ノーベル生理学・医学賞を受賞した大隅良典さんも「大事なのは子供時代に誰もがもっている『これは何だろ

う、どうなっているのだろう』という素直な気持ちです。」と述べています。  

２年生で学んだことがその後も活かされ、学年が上がるごとに調べる学習の質が高まっていく様子が見られてい

ます。自分で課題を見つける主体的な学習、「なぜだろう」という素朴な疑問から始まる追究の姿勢、継続して考

える力を今後も教育活動の中で大切にしていきたいと思います。  

今年の「新宿区の図書館を使った調べる学習コンクール」では、館長賞３人、優秀賞５人、奨励賞１６人と、た

くさんの子供たちが入賞しました。これからの子供たちには、素朴な疑問を追究する面白さを味わい、知的な好奇

心をいっぱいにして、新たな問題の発見や解決につなげていくことのできる人になってほしいと願っています。  
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子供の健康を考える 
のびのび会(学校保健委員会) 

保健主任 松田 博絵 

本校では、｢のびのび会｣という名で年２回学校
保健委員会を開催しています。校医、薬剤師、地
域の方、教師、保護者が愛日小の子供たちの健康
について一緒に考える会です。 

１学期の会は、春の健康診断結果について養護
教諭と校医さんからの報告を中心にした会です。
校医さんが保護者からの質問に答えてくださる時
間もあり、好評です。 

2 学期は毎年テーマを決め講師の話を聞く会と
しています。昨年度は、アンガーマネジメント「怒
りにふりまわされないコツをつかもう！」という
テーマの講演会でした。今年度は、くすりの適正
使用協議会のアドバイザーの方を講師としてお招
きします。「くすり教育のすすめ方」と題し、授業
や家庭で役立つ医薬品に関する教育の基礎から実
践法まで学びます。実験等も取り入れていただく
予定です。PTA の皆様、役員、学級代表の皆様、御
参加よろしくお願いいたします。 

日時：11 月 30 日(水)午後 2 時 20 分から 4 時 
場所：ランチルーム  

 

音楽会へ向けて 

音楽専科 菅野 美紀  

 運動会が終わり、音楽会へ向け本格的に練習
が始まっています。音楽会は３年に 1 度の行事
で音楽会が初めての子供たちも半分います。  

 普段より少し難しい曲に挑戦しているため、
自分のパートの旋律がすぐにはうまく演奏でき
ないところもあります。そういうところは、音
楽の授業以外にも友達同士で教えあったり、中
には家で特訓をしたりする子供たちもいます。
その他にも練習時間として割り振られた休み時
間や朝の時間に一生懸命音楽室で練習を重ねる
子供たちもいます。「上手にできるようになり
たい！」という気持ち、その熱心さに感動する
日々です。  

 今年の音楽会のテーマは「かなでよう 心に
ひびく音楽を」です。このテーマのもと、聞い
ている人の心に残るような演奏ができるよう
に、本番に向けて子供たちとさらに練習を重ね
てまいります。  

●日時 １８日（金）…児童鑑賞日 

１９日（土）…保護者鑑賞日 

 

 

 



今月の行事予定 

日 曜 朝 行 事 予 定  

1 火  読書   

2 水  学習  

安全指導  

就学時健診  

４時間授業（５年のみ１５：２５下校） 

3 木   文化の日 地域レクリエーション  

 4 金  学習  
音楽会会場設営（５年）  

プラネタリウム（３年）  

5 土   東京都教育の日  

6 日    

7 月  朝会  

音楽会特別時間割（始）  
音楽会係り打ち合わせ（６年）  
５時間授業（６年・代表委員のみ６時間授業） 

8 火  読書  生活科体験学習（１年）  

9 水  学習   

10 木  児童  
音読の日  
一流シェフに学ぶフランス料理教室（６年） 

11 金  学習   

12 土    

13 日  

 

  

14 月  朝会  
音楽会係り打ち合わせ（６年）  

５時間授業（６年・代表委員のみ６時間授業） 

15 火  読書   

16 水  学習  区内研究会のため（４時間授業）  

17 木  音楽  音楽会リハーサル・前日準備  

18 金  学習  音楽会（児童鑑賞日）  

19 土  学級  
音楽会（保護者鑑賞日）  

５時間授業１４：０５下校  

20 日  

 

  

21 月   振替休業日  

22 火  読書  
ＳＮＳについての授業（全学年）  
校内研修のため１４：５５下校  

23 水   勤労感謝の日  

24 木  学習  
音読の日  
生活科体験学習（２年）  

25 金  児童  
ユネスコの授業（６年）  

校内研修のため５時間授業１４：０５下校  

26 土    

27 日    

28 月  朝会  クラブ活動 避難訓練  

29 火  読書  社会科見学（５年）  

30 水  学習  のびのび会  

※毎週木曜日 （原則） 都スクールカウンセラー来校日  

※毎週火・金曜日（原則） 区スクールカウンセラー来校日  

※いじめ相談専用電話：新宿子どもほっとライン (03-5273-3531) 

※新宿区教育相談室 (03-3232-2711) 

１２月の主な行事予定  

 １（木）～１６（金）かけ足持久走週間  

８（木）能楽鑑賞教室（6 年） 保護者会（１～４年）  

 ４（金）保護者会 （５・６年・若竹）  

１５（木）社会科見学（6 年）  

２１（水）給食（終） ２２（木）終業式  

２６（月）冬季休業日～平成２９年１／６（金）迄 10（火）始業式  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

  

 

 

１１月の目標 

〈生活〉めあてをもって 生活しよう 

〈言葉〉「くん」「さん」をつけてみんな仲良く  

ホームページを開設しています。 http://www.shinjuku.ed.jp/es-aijitsu/index.html  

一流シェフに学ぶ料理教室 
 

 家庭科担当 髙橋 啓子 

 

１１月１０日（木）６年生が待ちに待った『一

流シェフに学ぶ料理教室』を開催します。この催

しは、全日本司厨士協会・新宿区支部に所属する

シェフの皆さん（京王プラザ・第一・メトロポリ

タン・市谷グランドヒル・プリンス等のホテルの

シェフ）が子供たちに料理作りを通して、食の大

切さや手洗いの仕方、包丁の使い方、テーブルマ

ナーなどを指導してくださるものです。今年で１

２回目を迎えます。当日は、学校で育てている野

菜を収穫し、その野菜をサラダやスープに使いま

す。メニューは、スープ・サラダ・メイン・パン・

デザート・飲み物と本格的なコース料理です。６

年生は、１年生の時からいい匂いだけを嗅いでき

ました。「やっと自分たちの番が来た」ととても

楽しみにしています。家庭科の時間に作ったエプ

ロンを着けて本番に臨みます。自分たちの手で本

格的なフランス料理を作るという経験は、なかな

かできるものではありません。この素晴らしい経

験を生かしてプロの料理人の料理に対する姿勢、

鮮やかな技、そして厳しさに触れ、家庭科の授業

や家庭での料理経験を超えた何かを感じ取って

くれることを期待しています。  

 

なかよしの日（保幼小連携教育）について 
保幼小連携担当 伊藤 仁美 

        伊藤 亜矢子  

 

園児と児童が定期的に関わる機会を設けようと、

年７回程度、「なかよしの日」が設定されています。 

「なかよしの日」の中休みには、あいじつ子ども

園と長延保育園の園児を愛日小に迎え、児童と一緒

に遊び、交流を図っています。たった 15 分という

短い時間ではありますが、園児に楽しんでもらえる

よう、各学級で遊びを考え当日を迎えます。校庭と

体育館に全学年児童と、70 名以上の園児が集い、

仲良く場所を分け合って、「だるまさんがころんだ」

や「ハンカチ落とし」など、工夫して楽しむ姿は、

とても微笑ましいです。5 歳から 12 歳までの子供

たちが、一緒になって遊ぶ機会もなかなかありませ

ん。それぞれにとって貴重な学びの場になっている

ことと思います。  

 「なかよしの日」以外でも、若竹学級、１学年、

５学年、６学年の児童が交流学習を行っています。

このような、貴重な交流機会を大切に、保育園・幼

稚園と小学校間のスムーズな連携を目指していき

たいと思います。 


